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ある。例えば、平均的な統合失調痕患者、グループの脳画像から「統合失調症の脳画像」が作られるのであるが、この時、闘像の翻訳が行われ、専門家ではないで般の人たちに、よりリア に見えるように色彩が施され 最も一般的には、脳 活動レベルの低
1
高にか










































像が取り入れられてしまう原因の一つ 「脳詩人間」という 近年の人間観がある。著者による 、統合失調症患者や抑うつ者をはじめとする精神疾患者などのカテゴリーは普遍的なものではなく、文化的な嬬りから生まれたという。 かし 人間のカテゴリー形成を促す一悶としての
PZT
は、いまだに研究途上の科学技術である。





者を他者としてカテゴリー分類してしまう心 機能をも含む、複合的な要素で成立 いる そして それらの複合的要素 からみ合う状況を理解するには、専門性の高い科学的な理論が、メディアをとおして専門家の間から一般の人々へ、さらに専門家へと変化しつ
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つ移行する「理論の回路」 目を向け ければならない いう。ただ、ここで注意しておきたいのは、著者がとりあげる「理論の回路」
とは、無知な一般の人々の科学的素養を高めるため、専門家から般の人々へと専門知識がトップ・ダウン的に拡げられるという、従来の欠如モデル は異なっているということだ。むしろ、専門家や一般の人たち、メディア等を閤等のレベルに置いたうえで、
PET








































































術と共存しなければ らない私たちの課 と て残されたと える
のではないだろうか。
PET
という特殊な専門科学技術をめぐる、多様で複合的な問題
に著者は挑戦している。この挑戦によって、科学技術と人聞が絡み合う問題を恨気強く整理し、人間そのものを映し出す手がかりを探っているといえよう。そのような著者 研究の成楽である本書は、門家だけでなく、
ての一般の人々にとっても、科学技術と社会、
そして人間との関わりについて、一再考する機会を与える良書である。審誌情報。。宅口
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